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米ドル離れの再燃と豪ドル相場への示唆

豪ドル高と資源株高で存在感を増す豪州市場

米財政問題から米ドル離れが再燃する兆し
2026年8月の世界の金融市場では、米国の財政政策を巡る

不透明感を背景に、米ドルからの資金逃避先を模索する
「ディベースメント取引」への関心が高まりつつあります。

この背景には、①8月18日に米連邦政府の債務残高が節目
となる40兆米ドルを突破し、財政赤字拡大への懸念が一段
と増したことに加え、②8月19日に米財務省が米国債の買い
戻し上限を倍増させる方針を公表し、米国債市場への政府
の介入を巡る不透明感が高まったことがあります。

資金分散の受け皿として見直される豪ドル
8月の為替市場では、主要通貨に対する米ドル安が進み、豪

ドルや欧州通貨が買われる展開となっています（図3）。中
でも豪ドルは、米ドルからの資金分散の受け皿となる通貨
として注目が高まっており、足元では1豪ドル＝0.71米ドル
近辺まで豪ドル高・米ドル安が進行しています（図1）。

一方、商品市場でも、米ドルからの資金の逃避先として、
金や銅などが買われる傾向にあります。とりわけ銅価格は、
AIデータセンター向けの需要拡大も追い風となり、足元で史
上最高値を更新しています。豪州が世界有数の金や銅の生
産国であることも、資源国通貨としての豪ドルの魅力を高
める要因になっていると考えられます（図4）。

ハイテク依存度の低い豪州株が再評価される
また、2026年後半の主要国株式市場では、豪州株が欧米株

や日本株をアウトパフォームする傾向にあります（図5）。
2026年前半は世界的なAIブームへの期待を背景に半導体株
が株式市場のけん引役となった一方、2026年後半に入ると
AI相場への期待が一巡する中、ハイテク・セクターへの依存
度の低い豪州株を見直す動きが広がる兆しがみられます。

特に、足元の豪州株の上昇をけん引しているのは資源セ
クターです（図2）。8月に公表された豪州の資源大手の決
算では、銅事業が収益のけん引役となっていることが示さ
れるなど、銅価格の上昇による恩恵が豪州資源株のパ
フォーマンス改善にもつながりつつあります。

また、資源セクター以外では、ヘルスケア・セクターの
復調も顕著です（図6）。足元の決算発表で豪大手ヘルスケ
ア企業の経営改革の進展や業績底入れが確認されたことな
どから、同セクターを見直す動きが広がっています。
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図2：2026年初来の豪州株の推移

マーケット・レター

（出所）ブルームバーグ（期間）2026年1月2日～8月25日
（注）豪州株はS&P/ASX200指数、豪州資源株はS&P/ASX200
資源株指数、豪州内需株はS&P/ASX200商工業株指数。

図1：米ドル指数と豪ドル相場の推移

（出所）ブルームバーグ（期間）2024年1月2日～2026年8月25日
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図6：豪州株の2026年7-8月のセクター別騰落率
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（出所）ブルームバーグ（注）2026年8月25日時点。

（出所）ブルームバーグ（注）2026年8月25日時点。

図5：主要国株の2026年7-8月の騰落率

（出所）ブルームバーグ（注）2026年8月25日時点。

図3：2026年8月の主要通貨の対米ドル騰落率 図4：金と銅の先物価格の推移

（出所）ブルームバーグ（期間）2024年1月2日～2026年8月25日
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